
1. 国（地域）名︓
オランダ・ユトレヒト

留学期間

帰国⽇

留学開始時の本学
の在籍⾝分

留学費⽤

語学⼒

1. どのような準備をしましたか。
オンライン英会話教室を半年受講した。

2. 出発時点のＴＯＥＦＬ等の公的試験の最終得点は、何点でしたか。
試験の名称︓（TOEIC　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
スコア︓　（690　　　　　　　　　　　　　　　　　　）点
3. 現地⽣活を開始した当初についてお尋ねします。
①⽇常⽣活の⾯で外国語能⼒は⼗分でしたか。
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②⽇常⽣活でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（ 　　4　　 ）ヵ⽉ぐらい
4. 現地での⼤学の授業を受け始めたとき、外国語能⼒は⼗分でしたか。
4-1. ①授業を聞いて理解したり、発⾔やプレゼンテーションする場⾯︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②授業でおおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　　（　　4　  ）ヵ⽉ぐらい
4-2. ①授業の準備で⽂章を読んだり、レポートを書く場合︓
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②おおむね困らなくなるまで何ヶ⽉ぐらいかかりましたか︖
　　　　　　（ 　2　　 ）ヵ⽉ぐらい

2. 機   関   名︓
HKUユトレヒト芸術⼤学

　　2021　　年    09　   ⽉　　〜     2022    年    01   ⽉   （合計   　5　     か⽉間）

2022　　年    7　　 ⽉    23　　 ⽇

□学部/　（                              ）学科  （　　　　　　　） 年

■学府/
　　■修⼠課程　　　 （デザインストラテジー）専攻（　　　　　　　　　　　　　　　）コース（2）年
　　□博⼠後期課程 （　　　　　　　　　　　）専攻（　　　　　　　　　　　　　　）コース（　　）年

1. 留学にかかった総費⽤︓約（    80万    ） 円
2. 留学費⽤を負担した機関等を選んでください。（複数選択可）
　□受⼊機関　　■九⼤　　□JASSO　　■奨学財団　　　□私費
　□その他　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
3. 上記私費以外を選択した場合、助成、奨学⾦等の名称︓
　　（九州⼤学「海外留学⽀援事業」(⼤学院 中・⻑期留学⽀援)、トビタテ︕留学JAPAN）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⽉額︓約 （  　24万     ）  円

留 学 先
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事前⼿続き（ビザ申請など）

ビザ

その他の事前準備

1.　ビザの申請時期は︖
               　   出発前　　       ⼊国時　           その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
2.　取得したビザの種類はなんですか︖　（residence permit (VVR)　　　　　　　　　　　　　　）

3.　ビザの申請先はどこでしたか︖
　　　　（⼤学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

4.　ビザ取得までの所要⽇数は︖　　　　　（　　　60　　　）⽇

5.　申請に必要な書類を教えてください。
Conditions for VVR application
Appendix Antecedents Certificate
ビザ費⽤(　192　EUR)
奨学⾦受給証明書
パスポートのコピー
6.　⼿続き⽅法　　　■オンライン申請　　□窓⼝申請　　　□郵送申請　　■代⾏申請
・⼿続きするにあたり注意すべき点、困ったこと等があれば教えてください。

その他、済ませておきべき準備があれば記⼊してください。（現地での現⾦調達準備、携帯電話購⼊、荷物運送
など）

現地のどの銀⾏で⼝座を開くか、通学はどうするか、SIMはどれを使⽤するか、などを考えネットで過剰な程情報を
集めていた。無駄に⾊々準備しておりその殆どは杞憂だったが、ある程度は事前に情報を調べておくべきだと思う。

留学時に関しての質問

履修登録・単位認
定

1. 出発前に履修登録はできましたか。（             はい　　          いいえ）

2. 到着後の履修科⽬の変更・追加はできましたか。
　　　　　　　　　　（  　　　　　 はい 　           　 いいえ  ）
　　「はい」の場合、どのような⽅法で変更・追加しましたか。
       □窓⼝　　　□電話　　 □FAX　　□インターネット　　 □郵送  　■メール
       □その他︓（   　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

3. ⼀学期あたりの履修科⽬・単位数は︓（　　8　　） 科⽬　　（　　30　   ） 単位
　　　　　　　（  　　　多すぎた　　　　　ちょうど良かった 　　　　　　　少なかった  ）
4. 履修登録に関するカウンセリング等はありましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　（  　　　　 はい 　 　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、具体的にどのようなものでしたか。

5. 留学先での単位認定はありましたか。（ 　　　　　　 はい   　　　　　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、認定された科⽬・単位数︓ （ 　　　　　）　科⽬（  　　　　　） 単位
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授業内容

Core module Game Design - Rapid Prototyping 10 4

Core module Game Design - Game Feel 4 4

Project: Show Me 8 6

Project: Hybrid 8 6

Applied game design 1.5 4

Interface Design 4 2

Exploring Mixed Realities 6 2

Gamify 4 2
・語学⾯の習得に努⼒した点や、専⾨分野での進歩につながる点などを
記述してください。

ゲームジャンルやゲームギミックなど、専⾨⽤語を英語で何と⾔うか分から
ず、最初は苦労した。

1. あなたが履修した科⽬の概要・内容などを具体的に教えてください。
　　　　　　　（授業科⽬名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（週当たり時間数)(取得単位数）

2. 学年暦（学期・休暇）と現地での授業スタイル、予習・復習、試験等の準備について具体的に教えてくださ
い。
①学年暦︓授業開始/終了⽇を教えてください。
 　   Semester   　Ⅰ（　9⽉上旬　-　1⽉下旬　）  Ⅱ（　　　2⽉　　　-　　　　6⽉　　　　）
　    Quarter　 　　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅱ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）
    　　　　　　　 　 　Ⅲ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅳ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）

②授業スタイルはどのようなものでしたか︖
　　　　講義　　　　　　演習　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　１クラス⼈数　　（　　20〜40　　）⼈
　　気づいたこと︓
⽣徒が他の⽣徒のゲームをプレイしフィードバックをする機会が多く、教師は⽣徒間で問題が解決しない場合に助け
船を出すという形式だった。

③予習・復習について︓
とにかく制作という雰囲気だったため、授業外の時間も常に何かしらの作業をしていた。特に私はゲーム制作の経験
がない状態での留学だったため、Unityの使い⽅など初歩的なところから個⼈的に学習する必要があり⼤変だった。

④試験︓
試験はなく、全て制作物とそれに関するレポートでの評価だった。
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学内施設・環境等

交通事情と留意点

1. 通学などに関しての交通事情や留意点について記⼊してください。
Swapfietsという⾃転⾞のサブスクサービスで⾃転⾞を借り、それを使って⾃転⾞通学していた。
⾃転⾞⽤のレーンがある道路が多く、そもそも右側通⾏であるため、運転には注意が必要。

医療事情

1. 渡航前、海外留学⽣保険には加⼊しましたか　（  ■した  　□しなかった）
加⼊した保険名︓（OSSMA Plus　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保険料︓約 （　　　86000　　　　） 円

2. 渡航先の医療保険には加⼊しましたか　（　□した　■しなかった　□強制加⼊）

保険料︓約 （　　　　　　　　　　　　） 円
・留学先の医療情報︓

④ 運動施設  　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑤ 学⽣⾷堂  　（□利⽤しやすい 　■ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓
⾷堂は外部の業者が⼊っており、⾷堂というよりは売店という感じ。値段も⾼いためあまり使⽤しなかった。コーヒー
やホットチョコレートなどの温かい飲み物も買える。
⑥ クリニック/ヘルスセンター
 　              　（□利⽤しやすい 　□ 普通   □利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

⑦ 学内通信環境    （■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

4. ⼤学内は安全でしたか。
                 　（ □九⼤より安全 　 ■九⼤と変わらない 　 □あまり安全ではない  ）
・あまり安全ではないと感じた点は、どんなところですか

・学内で安全について特に気をつけていたことはありますか。
荷物を放置しない。荷物から離れる際は友⼈に⾒てくれるよう頼んだ。

1. International Office のサポート体制
       （■利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　□利⽤しなかった）
具体的に︓
渡航前からメールで頻繁に連絡を取り合うことが出来た。また、渡航後もメール対応を迅速に⾏ってくれ、学務課に
⾏けば書類へのサインなども容易に貰うことが出来た。

2. 留学先⼤学の教員のサポートについて（コミュニケーションはうまくとれていましたか︖）
具体的に︓
メンターとして教員が⼀⼈ついてくれ、校内を案内してくれたり、授業履修などで疑問があれば逐⼀答えてくれたりし
た。また、⽇本に滞在したことのある教員がおり、何かと⽬をかけてくれた。

3．各学内施設の使いやすさについて記⼊してください。また、利⽤可能時間や具体的な利⽤⼿続き⽅法をそれ
ぞれ記⼊してください。
① ⼯房　　　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

② プロジェクトルーム、研究室などの作業スペース
　　　　　　　　（□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓

③ 図書館   （□利⽤しやすい 　□ 普通  　□利⽤しにくい　■利⽤しなかった）
　　利⽤時間や⼿続き⽅法︓
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居住環境

（⽣活費の内訳/⽉平均）

⽇本から持参した⽅
がよいもの（PCや変
圧器の要不要も）

PC(変圧器などは必要無し)
マルチ変換プラグ
エコバッグ
体温計
ヒートテック

お⾦の管理や受け取
りについて

通信事情

インターンシップ

その他

インターンシップに関する情報はありましたか
　　　　（　  　はい  　　  　いいえ　    　わからない　）
・具体的な情報があれば教えてください。

課外活動・学外交流などについて実践したことがあれば、記⼊してください。

Buddy go Dutchというオランダ⼈と留学⽣をマッチングするバディプログラムを利⽤し、現地のオランダ⼈と知り合っ
た。バディプログラムが企画したアクティビティに数回⼀緒に参加し、個⼈的にもたくさん遊び、とても仲良くなることが
出来た。

銀⾏⼝座は開設しましたか　（　   　    はい    　　       いいえ　）
・どのような⼿続きが必要でしたか︖
パスポート、アパートの契約書、BSNなどを提出し、アプリ内で本⼈認証のビデオを撮影する
・その他、使い勝⼿の良い⽅法があれば教えてください。
bunqというオンラインバンクを開設したが、店舗型の銀⾏に⽐べて⼀瞬で⼝座開設が終わるためとても楽だった。ま
た、オランダではiDealという独⾃のオンライン決済⽅法が広く使われているため、オンラインで⽀払いを⾏う機会があ
る際は現地で⼝座開設をした⽅が良い。
現地では現⾦を受け付けない店も多くあり、またクレジットカードではなくデビットカードでの⽀払いのみ受け付ける店
もあるためMaestroブランドのデビットカードを現地の銀⾏⼝座を開き⼊⼿することを強く勧める。

⽇本への主な通信⼿段について (複数回答可)
　　■E-メール  □電話　 ■SNS　□スカイプ等無料通話サービス
・お薦めできる⽇本への通信⽅法はありますか。
家族とはLINEでやり取りしていたが、通話は電波が不安定なことが多かった。(数回しか通話しなかったためほぼ⽀
障は無かったが)

治安状況（学外）

渡航先の治安は
　（□⽇本より良い 　□⽇本と変わらない 　■⽇本より悪い 　□⽇本よりかなり悪い）
・特に近づかない⽅がよいと感じた地区や場所はありましたか。
駅前広場などは遅い時間になると治安が悪くなる印象だった。また、週末は何処のバーも酔っ払いで溢れるため、
深夜の出歩きは可能ならば避けた⽅が無難。

　　　寮︓（　　　　　　） ⼈部屋（1 ⽇　　  ⾷付）、　　　　　     ホームステイ
　　　⺠間アパート　      その他（   　　    　　　　　　　　　　　　　         　　　　　　　　）
・住居はどのようにして探しましたか。
SSHという留学⽣向けに住居を提供している団体を学校から紹介してもらい、そこで契約した。

⽣活費（⽉額）

⽣活費計（　　100000　　）円/⽉

住居費︓約（　　59000　　）円、　光熱⽔料︓約（　家賃に含まれる　）円
⾷  費︓約（　　16000　　）円（外⾷の⽬安は 　　3000　  円/回）
通信費︓約（　　2000 　　）円（現地および⽇本の携帯電話、インターネット)
交通費︓約（　　3700　　　）円、

その他（具体的に　交際費　）︓約（　　15000　　）円

学費･寮費以外に⼤学へ納⼊するもの（あれば）　（　　　　　　　　　　　　）円/⽉
（徴収された費⽤の名⽬を具体的に︓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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留学の感想

今後の進路予定

2.　留学先での⽣活全般に関することで、困った点や改善してほしかった点、またそれに対する改善案があれば、記
⼊してください。
特に無し

3.   これから留学する学⽣にアドバイスをお願いします。
留学中は様々な困難に直⾯しましたが、いつも周りの⼈に助けられて何とかなってきました。留学に関して何か困っ
た際は⼀⼈で抱え込まずに周りの⼈に話してみてください。
私の場合留学を通して⼤きく価値観が変わったと⾔うことはありませんでしたが、それでも留学をすることでしか得ら
れない経験はたくさんありました。悩んでいる⼈には是⾮留学をお勧めします。

　　　就職　　（　2024　年　4　　⽉）から
　　　⼤学院進学
　　　　（　　　　年　　  ⽉）から　（　　　　　　　　⼤学　　　　     　　　　　　　　学府/研究科）
　　　その他　（具体的に︓　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

九⼤のサポート体制について、改善すべき点など、要望や提案があれば記⼊してください。

特に無し
担当の⽅が密に連絡を取ってくださったため、特に困ることはありませんでした。

帰国後に関しての質問

1.   留学したことによる成果と課題を教えてください。
①成果
個⼈でゲームを４本、チームでゲームを２本(デジタルゲーム１本、アナログゲーム１本)、チームでARアプリを１
つ、ゲーム要素を⽤いた作品をチームで２つ制作した。
その他、プレイヤーの意欲を削がないようなUIの制作⽅法、プレイヤーをゲームに引き込むようなエフェクト・画⾯作り
⽅法について授業で学び、いくつか個⼈で制作を⾏った。

②課題
どの授業も⻑くても1ヶ⽉程で終わったため、ゲームもプロトタイプまでしか作ることが出来なかった。⼤まかなゲーム制
作の流れは分かったが、細部までは分からなかった。
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